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一　

森
丑
之
助
作
成
の
旅
行
プ
ラ
ン

作
品
集
『
霧
社
』（
一
九
三
六
・
七
、
昭
森
社
）
の
収
録
作
を
代
表

と
す
る
佐
藤
春
夫
の
「
台
湾
も
の
」
は
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年

夏
の
三
ヶ
月
余
り
の
台
湾
滞
在
期
間
中
、
九
月
中
旬
に
打タ

カ
オ狗

（
現
高

雄
）
の
東ひ

が
し
き
い
ち

熈
市
（
一
八
九
三
～
一
九
四
五
）
の
家
を
出
発
し
、
台
湾

の
山
岳
地
帯
（
当
時
の
い
わ
ゆ
る
「
蕃
地
」）
や
中
部
の
諸
都
市
を

経
て
台
北
に
到
達
す
る
約
二
週
間
の
縦
断
旅
行
に
取
材
し
た
も
の
が

大
部
分
を
占
め
る
。『
霧
社
』
の
あ
と
が
き
（「
か
の
一
夏
の
記
」）

に
よ
れ
ば
、
こ
の
縦
断
旅
行
を
勧
め
た
の
は
、
台
湾
原
住
民
研
究
の

草
分
け
と
し
て
知
ら
れ
、
丙
牛
の
号
を
持
つ
森
丑
之
助
（
一
八
七
七

～
一
九
二
六
）
で
あ
り
、
森
が
作
成
し
た
日
程
表
も
文
中
に
は
引
用

さ
れ
て
い
る
。

そ
の
原
本
を
含
む
一
〇
通
の
森
書
簡
が
、
現
在
新
宮
市
立
佐
藤
春

夫
記
念
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
写
真
版
に
翻
刻
を
添
え
た

書
簡
集
も
刊
行
さ
れ
て
い
て
、
春
夫
に
対
す
る
森
の
濃
や
か
な
配
慮

を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る1

。
次
に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
書
簡

集
に
見
え
る
日
程
表
原
本
の
内
容
で
あ
る
。「
か
の
一
夏
の
記
」
と

比
較
し
て
み
る
と
、
春
夫
の
引
用
が
原
本
に
忠
実
だ
っ
た
こ
と
も
分

か
る
。

旅
行
日
程
表

九
月
八
日　
　
　

打
狗
出
発　
　
　

嘉
義
泊
り
（
ホ
テ
ル
）

嘉
義
附
近
、
北
港
媽
祖
宮
見
物　

営
林
所
訪
問

九
日　
　
　

嘉
義
発　
　
　
　
　

交
力
坪
乃
至
奮
起
湖
泊

十
日　
　
　

阿
里
山
着
泊　
　
　
（
阿
里
山
事
務
所
官
舎
泊
）

佐
藤
春
夫
の
台
湾
滞
在
に
関
す
る
新
事
実
（
三
）

― 
新
資
料
に
も
と
づ
く
旅
行
日
程
の
復
元 

―

河　

野　

龍　

也
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十
一
日　
　

阿
里
山
滞
在　
　

附
近
山
林
視
察　

新
高
山
の
遠

望　
　
　
　
　
　
　
（
宿
泊
前
同
様
）

十
二
日　
　

阿
里
山
発
下
山　
　

途
中
一
泊

十
三
日　
　

嘉
義
発　
　
　
　
　

日
月
潭
泊
（
涵
碧
楼
）

嘉
義
を
一
番
列
車
に
発
し
二
八
水
よ
り
乗
換
湳
仔
よ
り

先
ハ
軽
便
鉄
道　

新
年
庄
ヨ
リ
歩
行
約
十
町

十
四
日　
　

日
月
潭
発　
　
　
　

埔
里
街
泊
（
日
月
館
）

日
月
潭
附
近
を
見
物
し
て
午
後
出
発　

新
年
庄
よ
り
埔

里
街
へ
軽
便
鉄
道

十
五
日　
　

埔
里
街
発　
　
　
　

霧
社
泊
（
霧
ヶ
岡
倶
楽
部
）

午
前
中
に
霧
社
に
赴
き
午
後
は
附
近
蕃
社
視
察

十
六
日　
　

霧
社
発　
　
　
　
　

能
高
山
泊（
駐
在
所
宿
舎
泊
）

能
高
山
は
此
方
面
の
中
央
山
脈
の
突
尖
に
し
て
標
高

一
万
千
尺　

道
路
可
良　

宿
舎
設
備
比
較
的
完
全

十
七
日　
　

能
高
山
発　
　
　
　

埔
里
社
泊
（
日
月
館
）

十
八
日　
　

埔
里
社
発　
　
　
　

彰
化
泊
（
彰
化
ホ
テ
ル
）

十
九
日　
　

鹿
港
見
物　
　
　
　

台
中
泊
（
春
田
館
）

二
十
日　
　

台
中
見
物　
　
　
　

夜
行
に
て
台
北
へ

以
上
に
て
十
二
日
を
要
す
見
込　

前
文
の
日
割
よ
り
短

縮
し
ま
し
た
が
途
中
此
外
に
御
立
寄
に
な
る
様
な
ら
はマ

マ

適
宜
御
追
記
願
ま
す

　

こ
の
日
程
表
は
、
台
北
の
森
か
ら
九
月
二
日
に
差
し
出
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
同
封
の
書
簡
に
は
、〈
若
し
此
天
気
が
大
暴
風
雨
に
変

ら
な
か
つ
た
際
は
途
中
の
故
障
は
な
か
ろマ

マ

う
と
思
ひ
ま
す
か
ら
八
日

頃
よ
り
御
出
発
な
さ
つ
て
は
如
何
で
せ
う
か
〉と
の
言
葉
が
見
え
る
。

八
月
三
一
日
以
来
、
台
北
測
候
所
は
石
垣
島
南
東
海
上
を
北
西
に
進

行
中
の
台
風
に
対
す
る
警
戒
を
呼
び
か
け
て
い
た
が
、
二
日
の
段
階

で
は
進
路
を
北
に
変
え
台
湾
か
ら
遠
ざ
か
る
と
い
う
楽
観
的
な
予
測

を
持
っ
て
い
た2

。
と
こ
ろ
が
、
台
風
は
ま
さ
に
こ
の
日
の
夜
か
ら
三

日
に
か
け
て
台
湾
全
島
で
猛
威
を
振
る
い
、
四
日
未
明
に
は
台
北
橋

が
崩
落
し
た
ほ
か
、
各
地
で
河
川
の
氾
濫
が
相
次
ぎ
、
甚
大
な
被
害

が
も
た
ら
さ
れ
た3

。

こ
の
台
風
の
影
響
で
、
春
夫
と
森
の
打
合
せ
に
も
想
定
外
の
混
乱

が
生
じ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
蕃
地
」（
山
地
原
住
民
の
居
住
地
帯
）
を

旅
程
に
組
ん
だ
こ
の
プ
ラ
ン
の
場
合
、
事
前
に
「
入
蕃
手
続
」
を
要

し
警
備
員
の
同
行
が
必
要
だ
っ
た
。そ
の
手
続
を
円
滑
に
す
る
た
め
、

森
は
総
務
長
官
下
村
宏
（
一
八
七
五
～
一
九
五
七
）
を
動
か
し
て
関

係
各
署
に
指
示
を
与
え
て
お
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
事
前
に
行
動
予
定
表
を
下
村
に
渡
す
必
要
が
あ
っ
た
。
森
の
プ

ラ
ン
の
末
尾
に
〈
適
宜
御
追
記
願
ま
す
〉
と
見
え
る
の
は
、
春
夫
に

確
定
版
の
返
送
を
求
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
に
対
し
て
春
夫

は
、〈
八
日
嘉
義
出
発
〉
の
日
程
表
を
四
日
付
け
で
投
函
し
た
よ
う

だ
が
、
恐
ら
く
は
水
害
の
た
め
遅
配
と
な
り
、
一
〇
日
朝
に
よ
う
や
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く
森
の
も
と
に
届
け
ら
れ
た
。
す
で
に
出
発
予
定
日
を
過
ぎ
、
下
村

に
渡
す
意
味
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
ょ
う
ど
九
月
一
日
に
台
湾
地
方
官
官
制
が
改
正
さ
れ
、
一
〇
月

一
日
に
行
政
区
分
を
五
州
二
庁
三
市
四
七
郡
二
六
三
街
庄
と
す
る
地

方
自
治
制
度
施
行
を
目
前
に
控
え
た
こ
の
時
期
、
各
地
の
準
備
状
況

を
視
察
す
る
た
め
下
村
長
官
の
巡
視
が
計
画
さ
れ
た4

。
一
〇
日
に
即

日
返
事
を
し
た
た
め
た
森
は
こ
れ
に
触
れ
、〈
十
三
日
下
村
長
官
は

台
北
発
南
中
部
に
巡
視
さ
れ
ま
す
、
其
途
次
十
六
日
高
雄
へ
行
か
れ

ま
す
か
ら
貴
地
に
て
御
面
会
の
上
親
し
く
長
官
と
御
打
合
せ
相
成
て

後
御
出
発
な
さ
つ
て
は
如
何
で
す
〉
と
春
夫
に
勧
め
て
い
る
。
こ
の

一
〇
日
の
書
簡
か
ら
は
、
森
が
春
夫
に
電
報
を
打
っ
て
い
た
こ
と
も

窺
わ
れ
る
が
、
そ
れ
を
見
ず
に
春
夫
が
出
発
し
て
い
た
と
し
て
も
、

交
通
杜
絶
の
た
め
引
き
返
す
し
か
な
く
、
電
報
も
書
簡
も
打
狗
で
手

に
入
っ
た
に
違
い
な
い
。
し
か
し
、
一
一
日
の
新
聞
に
は
下
村
の
巡

視
延
期
が
報
じ
ら
れ
て
お
り5

、
森
の
提
案
し
た
打
狗
で
の
下
村
・
春

夫
の
会
見
は
結
局
実
現
し
な
か
っ
た
。

そ
れ
で
は
、春
夫
が
打
狗
を
出
発
し
た
の
は
い
つ
な
の
だ
ろ
う
か
。

惜
し
い
こ
と
に
、
残
さ
れ
た
森
書
簡
か
ら
こ
れ
を
知
る
手
が
か
り
は

な
い
。一
方
の
春
夫
か
ら
森
に
宛
て
た
書
簡
が
未
発
見
の
現
状
で
は
、

実
際
の
旅
程
の
最
も
信
頼
す
べ
き
情
報
源
は
作
品
で
あ
る
。
そ
の
意

味
で
、
邱
若
山
に
よ
る
推
定
表6

は
、
森
の
書
簡
の
公
開
以
前
に
作
成

さ
れ
た
も
の
な
が
ら
、
春
夫
の
複
数
の
作
品
か
ら
あ
ら
ゆ
る
時
間
的

記
述
を
取
り
出
し
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
出
来
事
を
細
心
の
注
意
で
時

系
列
上
に
並
べ
直
し
た
労
作
と
し
て
、「
台
湾
も
の
」
の
理
解
の
伴

侶
で
あ
り
続
け
て
き
た
。

だ
が
、
最
近
に
な
っ
て
私
は
、
春
夫
の
台
湾
に
お
け
る
行
動
が
記

録
さ
れ
た
幾
つ
か
の
客
観
的
な
資
料
が
存
在
す
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
。
資
料
の
分
析
に
よ
っ
て
分
か
っ
て
き
た
の
は
、
春
夫
の
「
台
湾

も
の
」
が
出
来
事
の
内
容
や
前
後
関
係
に
つ
い
て
は
抜
群
の
明
瞭
さ

を
持
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
数
を
数
え
た
り
暦
に
結
び
つ
け
た
り

す
る
二
次
的
な
作
業
に
不
正
確
さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

は
っ
き
り
し
た
日
付
ほ
ど
出
来
事
の
連
続
性
に
混
乱
を
与
え
て
お

り
、
信
憑
性
が
疑
問
視
さ
れ
る
と
い
う
厄
介
な
ね
じ
れ
を
持
っ
て
い

る
。
改
め
て
外
部
の
記
録
に
基
づ
く
行
程
表
の
再
検
討
を
必
要
と
考

え
る
次
第
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
扱
う
資
料
の
う
ち
、
下
村
宏
日
記
の
記
述
と
能
高

駐
在
所
客
室
の
画
帳
の
情
報
に
つ
い
て
は
す
で
に
紹
介
済
み
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
き
た
い
。
今
回
新
し
く
検
討
に
加
え

る
の
は
、
一
九
二
〇
年
当
時
下
村
宏
の
秘
書
官
を
勤
め
て
い
た
石い

し

井い

光み
つ

次じ

郎ろ
う

（
一
八
八
九
～
一
九
八
一
）
の
日
記
に
残
さ
れ
た
春
夫
の
消

息
で
あ
る
。
新
出
資
料
ど
う
し
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
作
業
か
ら
、
春

夫
の
台
湾
で
の
失
わ
れ
た
足
取
り
に
つ
い
て
、
何
が
見
え
て
く
る
だ

ろ
う
か
。
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二　

能
高
駐
在
所
へ
の
置
土
産

出
発
前
か
ら
台
風
に
翻
弄
さ
れ
た
春
夫
の
旅
は
、
出
発
後
も
思
う

に
任
せ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
嘉
義
に
来
て
鉄
道
の
破
損
状
況
か

ら
阿
里
山
登
山
を
断
念
し
、
駒
を
先
に
進
め
て
二
八
水
（
現
二
水
）

か
ら
日
月
潭
を
目
指
し
た
も
の
の
、
や
は
り
線
路
の
損
壊
で
途
中
の

集
集
に
一
泊
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
（「
旅
び
と
」『
新
潮
』

一
九
二
四
・
六
）。
そ
の
上
集
集
で
は
、〈
霧
社
の
蕃
人
蜂
起
の
事
を

聞
い
て
、
前
程
に
ま
た
新
ら
し
い
障
害
の
生
じ
た
の
を
知
り
、
こ
の

蕃
情
を
知
る
た
め
に
予
定
外
の
一
日
を
日
月
潭
で
宿
泊
す
る
事
に
な

つ
た
〉
と
も
あ
る
（「
か
の
一
夏
の
記
」）。

文
中
に
い
う
〈
霧
社
の
蕃
人
蜂
起
〉
と
は
、
正
し
く
は
霧
社
北
方

の
サ
ラ
マ
オ
に
お
け
る
原
住
民
の
叛
乱
を
指
す
。
作
品「
霧
社
」（『
改

造
』
一
九
二
五
・
三
）
に
よ
れ
ば
、
日
月
潭
か
ら
埔
里
、
霧
社
へ
と

進
む
過
程
で
叛
乱
の
状
況
が
次
第
に
分
か
り
、
能
高
越
（
中
部
台
湾

横
断
道
路
）
を
行
く
登
山
に
は
幸
い
支
障
も
な
か
っ
た
。
だ
が
、
今

度
は
靴
擦
れ
の
痛
み
で
霧
社
滞
在
が
延
び
、
台
中
に
来
た
あ
と
も
、

森
が
勧
め
た
鹿
港
見
物
の
ほ
か
に
、
台
中
州
知
事
（
加
福
豊
次
、

一
八
七
六
～
一
九
二
一
）
主
催
の
晩
餐
会
に
出
席
し
た
り
、
近
傍
の

名
士
呂
汝
濤
（
一
八
七
一
～
一
九
五
一
）
や
林
献
堂
（
一
八
八
一
～

一
九
五
六
）
を
訪
問
し
た
り
し
た
た
め
に
（「
殖
民
地
の
旅
」『
中
央

公
論
』
一
九
三
二
・
九
～
一
〇
）、
こ
こ
で
も
旅
程
は
延
長
し
て
結
局

森
の
プ
ラ
ン
は
大
幅
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
、「
サ
ラ
マ
オ
事
件
」
の
第
一
報
は
『
台
湾
日
日
新
報
』
の

場
合
九
月
一
九
日
に
初
め
て
紙
面
に
現
れ
る7

。
こ
の
時
点
で
は
〈
詳

細
尚
取
調
中
〉
と
簡
略
だ
っ
た
も
の
が
、
翌
二
〇
日
に
は
や
や
詳
し

く
、
事
件
発
生
は
九
月
一
八
日
午
前
一
時
頃
、
霧
社
北
方
九
里
に
あ

る
合
流
点
分
遣
所
が
焼
討
ち
さ
れ
、
正
午
に
は
椚く

ぬ
ぎ

岡
駐
在
所
も
襲
わ

れ
た
と
出
る8

。
さ
ら
に
二
一
日
に
は
、
合
流
点
分
遣
所
の
犠
牲
者
七

名
と
行
方
不
明
者
一
名
の
名
が
公
表
さ
れ9

、
そ
の
後
は
討
伐
隊
の
活

動
が
連
日
紙
面
に
踊
る
よ
う
に
な
る
。

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
第
一
報
の
記
事
に
〈
十
八
日
台
中
電
話
〉

と
あ
る
部
分
で
、
叛
乱
発
生
が
即
日
台
北
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
れ
で
附
近
の
警
備
隊
に
は
警
務
局
理
蕃
課
か
ら
照
会
や

集
結
の
命
令
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
か
ら
、
集
集
に
も
同
じ
日
に

情
報
が
入
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
春
夫
が
隣
室
の
話
し
声
か
ら
事

件
を
知
っ
た
日
付
は
（「
霧
社
」）、
九
月
一
八
日
と
考
え
て
よ
い
。

蜂
矢
宣
朗
は
作
品
「
霧
社
」
に
関
連
す
る
部
分
の
み
の
推
定
表
を

早
い
段
階
で
こ
の
情
報
か
ら
作
成
し
、
邱
若
山
の
推
定
表
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る10

。
本
論
で
も
こ
の
前
提
を
共
有
し
た
い
。
す
る
と
、

打
狗
の
出
発
日
に
も
異
論
を
挟
む
余
地
は
な
く
な
る
。
阿
里
山
に
登

る
つ
も
り
で
〈
嘉
義
と
い
ふ
町
へ
行
つ
た
の
だ
が
、
嘉
義
で
無
駄
に

二
日
泊
つ
て
、
朝
の
五
時
半
ご
ろ
に
汽
車
で
そ
の
町
を
出
発
し
た
〉

（「
蝗
の
大
旅
行
」『
童
話
』
一
九
二
一
・
九
）。
こ
れ
が
九
月
一
八
日
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の
朝
の
出
来
事
だ
と
分
か
る
か
ら
、
打
狗
の
東
家
を
出
発
し
た
の
は

九
月
一
六
日
と
逆
算
さ
れ
る
。
北
行
の
縦
貫
線
に
乗
れ
ば
、
打
狗
か

ら
嘉
義
ま
で
通
常
三
時
間
半
。
ま
ず
営
林
局
嘉
義
出
張
所
を
訪
ね
て

鉄
道
の
状
況
を
問
い
合
わ
せ
、
嘉
義
の
街
中
を
散
策
す
る
こ
と
も
で

き
る
。〈
無
駄
に
二
泊
〉
と
言
う
が
、
嘉
義
滞
在
中
に
は
森
の
勧
め

る
北
港
の
媽
祖
宮
（
朝
天
宮
）
に
も
参
詣
し
た
の
で
（「
天
上
聖
母

の
こ
と
」『
三
田
文
学
』
一
九
二
六
・
九
）、
決
し
て
時
間
を
持
て
余

し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
朝
天
宮
参
詣
は
九
月
一
七
日
、
東
洋
製

糖
北
港
線
で
片
道
約
一
時
間
二
〇
分
の
往
復
。二
泊
の
投
宿
先
は「
噴

水
」
広
場
に
面
し
た
老
舗
の
嘉
義
ホ
テ
ル
で
あ
ろ
う
。

九
月
一
八
日
の
嘉
義
発
は
、
時
刻
表
で
は
五
時
だ
が
汽
車
の
出
発

が
遅
れ
た
ら
し
い
。
縦
貫
線
を
北
上
、
約
一
時
間
半
で
二
八
水
（
現

二
水
）
に
着
く
。
そ
こ
か
ら
〈
某
砂
糖
会
社
の
私
線
鉄
道
〉
す
な
わ

ち
明
治
製
糖
中
央
線
に
乗
っ
て
湳な

ま仔
（
現
名
間
）
で
下
車
。
し
か
し

〈
濁
水
渓
が
氾
濫
し
て
川
に
沿
う
た
線
路
が
洗
は
れ
て
仕
舞
つ
た
と

の
こ
と
で
二
十
町
ば
か
り
歩
か
さ
れ
て
、ま
た
汽
車
を
乗
り
継
い
だ
〉

と
い
う
。そ
し
て
湳
仔
か
ら
台
湾
製
糖
埔
里
社
線11

の
台
車
に
乗
れ
ば
、

新
年
庄
で
降
り
て
日
月
潭
ま
で
は
さ
ほ
ど
苦
も
な
く
移
動
で
き
た
は

ず
だ
が
、や
は
り
〈
台
車
の
線
路
が
さ
ん
ざ
ん
に
こ
わ
さ
れ
て
ゐ
る
〉

た
め
、
午
後
二
時
頃
集
集
に
足
止
め
と
な
っ
た
（「
日
月
潭
に
遊
ぶ

の
記
」『
改
造
』
一
九
二
一
・
七
）。「
サ
ラ
マ
オ
事
件
」
の
噂
を
耳
に

す
る
の
は
そ
の
晩
で
あ
る
。
宿
は
清
水
渓
に
面
し
た
南
洋
館
か
集
集

館
だ
ろ
う12

。

さ
て
、「
サ
ラ
マ
オ
事
件
」発
生
の
九
月
一
八
日
よ
り
後
の
部
分
が
、

蜂
矢
説
と
邱
説
で
意
見
が
分
か
れ
て
き
た
部
分
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

し
て
最
近
、
私
は
〈
惜
字
塔
〉
と
署
名
の
あ
る
山
岳
紀
行
文
「
能
高

越
」（『
ゆ
う
か
り
』
一
九
二
七
・
一
）
の
中
に
、
春
夫
の
能
高
駐
在

所
宿
泊
日
を
確
定
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た13

。
惜
字
塔
と

は
、孤
羊
と
も
号
し
た
台
湾
の
俳
句
愛
好
家
・
三
上
武
夫
（
一
八
八
三

～
一
九
四
〇
）
の
こ
と
で
あ
る
。
三
上
は
山
岳
紀
行
に
ま
つ
わ
る
文

章
と
俳
句
を
数
多
く
残
し
て
い
る
が
、「
能
高
越
」
は
一
九
二
六
年

一
〇
月
初
旬
の
台
湾
山
脈
横
断
旅
行
を
叙
し
た
も
の
で
、
そ
の
ル
ー

ト
は
台
中
発
霧
社
泊
（
一
日
目
）、
ボ
ア
ル
ン
、
ト
ン
バ
ラ
、
尾
上

の
各
駐
在
所
で
休
息
し
な
が
ら
能
高
駐
在
所
泊
（
二
日
目
）、
寄
萊

主
山
南
峰
を
登
頂
後
、
再
び
能
高
駐
在
所
に
戻
り
（
三
日
目
）、
東

能
高
、
寄
萊
渓
を
経
て
坂
辺
駐
在
所
泊
（
四
日
目
）、
最
後
は
花
蓮

港
庁
（
東
海
岸
）
の
初
音
に
下
山
す
る
と
い
う
五
日
間
の
行
程
だ
っ

た
。能

高
駐
在
所
は
「
霧
社
」
に
も
〈
立
派
な
檜
造
〉
と
み
え
る
御
殿

風
建
築
だ
っ
た
が
、〈
恐
ら
く
佐
久
間
総
督
の
た
め
に
築
造
さ
れ
た

も
の
で
あ
ら
う
〉
と
春
夫
が
言
う
の
は
誤
り
で
、
一
九
〇
九
年
に
原

住
民
の
軍
事
制
圧
を
目
的
と
す
る
「
五
箇
年
理
蕃
計
画
」
を
開
始
し

た
佐
久
間
左
馬
太
（
一
八
四
四
～
一
九
一
五
）
の
指
揮
に
よ
る

一
九
一
四
年
の
太タ

ロ

コ
魯
閣
戦
役
当
時
に
は
こ
の
建
物
は
存
在
し
な
い
。
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こ
れ
は
そ
の
攻
略
時
の
山
間
ル
ー
ト
を
中
央
横
断
道
路
と
し
て

一
九
一
八
年
に
整
備
し
た
際
、
帰
順
し
た
原
住
民
に
労
役
を
課
し
て

作
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
（【
図
１
】）。
こ
の
駐
在
所
は
ス
レ
ー
ト
の

厚
い
擁
壁
に
囲
ま
れ
、
八
畳
間
二
室
の
豪
華
な
客
室
に
檜
風
呂
ま
で

備
え
て
い
た
が14

、三
上
は
客
室
に
置
か
れ
た
宿
泊
記
念
帳
の
中
か
ら
、

六
年
前
こ
こ
を
訪
れ
て
佐
藤
春
夫
が
残
し
た
筆
跡
を
発
見
し
て
い

る
。

客
室
に
は
画
帳
が
備
へ
て
あ
つ
て
宿
泊
し
た
人
の
誰
も
彼
も
が

書
い
て
今
は
一
頁
の
余
白
も
な
い
が
、
披
見
す
る
に
あ
ま
り
に

勝
手
な
落
書
帳
の
や
う
な
有
様
に
終
つ
て
ゐ
る
。
雄
大
と
か
神

秘
と
か
山
霊
に
触
れ
る
と
か
言
ふ
け
れ
ど
も
真
に
そ
の
心
の
現

は
れ
て
ゐ
る
文
字
は
誠
に
稀
で
あ
る
。
然
し
（
本
是
山
中
人
、

大
正
九
、九
、二
二
）
佐
藤
春
夫
、
と
あ
る
の
は
実
に
私
共
に
教

へ
ら
れ
る
所
が
少
く
な
い
こ
と
ゝ
思
ふ
。

　

春
夫
は
後
年
に
も
、〈
都
門
に
あ
つ
て
電
燈
の
華
や
か
な
果
物
屋

の
片
隅
に
栗
の
実
を
見
出
す
と
き
、
私
は
い
つ
も
郷
愁
に
打
た
れ
る

―
本
是
山
中
人
〉（「
九
月
―
懐
か
し
い
栗
の
実
」『
キ
ン
グ
』

一
九
二
九
・
九
）、〈
本
是
山
中
人

―
わ
た
く
し
は
田
舎
者
で
あ
る
〉

（『
窓
前
花
』
一
九
六
一
・
五
、
新
潮
社
）
な
ど
と
自
称
す
る
こ
と
を

好
ん
だ
が
、
文
言
は
芥
川
龍
之
介
か
ら
の
借
用
で
あ
る
。
一
九
一
七

【図 1】�「檜御殿」と称された能高駐在所宿泊所の絵葉書（筆者蔵）。春夫は 1920 年 9
月 22日に宿泊し〈本是山中人〉と書き残した。
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年
六
月
二
七
日
、
芥
川
の
第
一
短
篇
集
『
羅
生
門
』
の
出
版
記
念
会

が
京
橋
南
伝
馬
町
の
メ
イ
ゾ
ン
鴻
の
巣
（
一
九
一
六
年
一
〇
月
二
三

日
移
転
開
業
。
旧
住
所
の
日
本
橋
と
誤
記
す
る
文
献
が
多
い
）
で
開

か
れ
、
春
夫
も
発
起
人
の
一
人
と
し
て
列
席
し
た
と
き
、
店
主
が
持

ち
出
し
た
大
き
な
画
帳
に
六
朝
体
ま
が
い
の
字
で
芥
川
が
揮
毫
し
た

言
葉
で
あ
る
と
い
う
。
春
夫
は
そ
の
折
の
光
景
を
追
悼
文
「
芥
川
龍

之
介
を
憶
ふ
」（『
改
造
』
一
九
二
八
・
七
）
や
『
わ
が
龍
之
介
像
』

（
一
九
五
九
・
九
、
有
信
堂
）
の
あ
と
が
き
で
回
想
し
て
い
る
。
い
か

に
も
都
会
人
ら
し
い
芥
川
が
〈
山
中
人
〉
を
名
乗
っ
た
こ
と
が
よ
ほ

ど
印
象
深
か
っ
た
ら
し
く
、
記
念
会
の
三
年
後
ひ
そ
か
に
台
湾
の
山

中
で
芥
川
を
摸
倣
し
た
の
は
い
た
ず
ら
心
か
、
あ
る
い
は
屈
託
の
表

現
だ
ろ
う
か
。
こ
の
旅
が
作
家
活
動
の
継
続
も
危
ぶ
ま
れ
る
鬱
屈
を

や
わ
ら
げ
る
た
め
に
行
わ
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
能
高
山
中
の
ラ

ン
プ
の
下
で
一
人
、
芥
川
の
華
々
し
い
栄
光
の
一
日
を
思
い
起
こ
し

て
い
る
春
夫
の
複
雑
な
心
境
が
偲
ば
れ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
こ
の
ひ
そ
か
な
置
土
産
が
、
六
年
後
の
登
山
客

の
筆
で
幸
か
不
幸
か
散
逸
を
免
れ
た
の
は
ま
さ
に
歴
史
の
い
た
ず
ら

で
あ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
、
檜
御
殿
の
異
名
を
取
っ
た
能
高
駐
在
所

は
、
三
上
の
宿
泊
か
ら
さ
ら
に
四
年
後
の
一
九
三
〇
年
一
〇
月
二
七

日
、
霧
社
公
学
校
の
運
動
会
を
襲
っ
た
日
本
統
治
期
最
大
の
原
住
民

蜂
起
事
件
で
あ
る
「
霧
社
事
件
」
が
展
開
さ
れ
る
中
で
、
同
日
午
後

三
時
に
は
猛
火
に
焼
か
れ
、
後
に
は
一
物
も
残
さ
ず
灰
燼
に
帰
し
た

か
ら
で
あ
る15

。

春
夫
の
書
付
け
は
三
上
が
い
な
け
れ
ば
歴
史
の
闇
に
消
え
た
は
ず

だ
っ
た
。し
か
し
偶
然
に
も
守
ら
れ
た
そ
の
内
容
か
ら
分
か
る
の
は
、

春
夫
の
宿
泊
日
が
九
月
二
二
日
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
集
集
の
出
発

後
、
日
月
潭
、
埔
里
、
霧
社
を
経
由
し
て
翌
日
能
高
駐
在
所
に
到
着

す
る
経
路
だ
か
ら
、
日
数
を
数
え
れ
ば
二
二
日
は
到
着
日
の
日
付
で

あ
り
、
出
発
日
で
は
あ
り
得
な
い
。
こ
こ
か
ら
再
び
日
付
を
辿
り
直

せ
ば
、
一
九
日
日
月
潭
泊
、
二
〇
日
埔
里
泊
、
二
一
日
霧
社
泊
、

二
二
日
能
高
駐
在
所
泊
が
確
定
す
る
。

こ
の
推
定
は
現
在
一
般
的
な
邱
若
山
の
二
三
日
泊
説
と
一
日
の
ズ

レ
を
生
じ
る
も
の
で
、
結
果
的
に
は
蜂
矢
宣
朗
説
を
支
持
す
る
も
の

で
あ
る
。
両
者
の
相
違
は
日
月
潭
の
宿
泊
日
数
を
二
晩
と
す
る
か

（
邱
）
一
晩
と
す
る
か
（
蜂
矢
）
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。「
旅
び
と
」

で
は
一
晩
で
宿
を
後
に
し
た
よ
う
に
し
か
読
め
な
い
が
、
先
述
の
よ

う
に
、
春
夫
は
別
の
所
で
〈
蕃
情
を
知
る
た
め
に
予
定
外
の
一
日
を

日
月
潭
で
宿
泊
す
る
事
に
な
つ
た
〉
と
も
書
い
て
い
る
（「
か
の
一

夏
の
記
」）。
蜂
矢
説
は
前
者
を
、
邱
説
は
後
者
を
証
拠
と
し
て
採
用

し
た
。
邱
説
の
強
み
は
、能
高
か
ら
霧
社
に
戻
っ
た
日
に
つ
い
て〈
仲

秋
十
三
夜
で
あ
つ
た
こ
と
は
疑
いマ

マ

な
い
〉
と
す
る
「
霧
社
」
の
記
述

と
の
整
合
性
で
あ
る
。
確
か
に
こ
れ
は
能
高
出
発
日
が
九
月
二
四
日

（
旧
暦
八
月
一
三
日
）
だ
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

蜂
矢
は
の
ち
に
邱
説
に
大
枠
で
は
同
意
を
示
し
た
が
、〈「
蕃
情
を
知
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る
た
め
」
に
は
、日
月
潭
で
泊
る
よ
り
埔
里
に
直
行
す
る
方
が
早
道
〉

で
は
な
い
か
と
、
日
月
潭
二
泊
の
説
に
は
首
を
ひ
ね
っ
て
い
た16

。
三

上
の
資
料
は
、
日
月
潭
滞
在
が
一
泊
だ
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
示
し

て
い
る
。

こ
の
資
料
が
発
見
さ
れ
た
い
ま
、「
霧
社
」
の
日
付
の
信
憑
性
を

問
題
に
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。「
霧
社
」
に
は
先
の
引
用
に
続

け
て
、〈
台
中
市
に
入
る
前
夜
、
無
名
の
山
駅
で
名
月
に
遭
遇
し
た

の
だ
か
ら
そ
れ
が
当
時
の
日
附
の
代
り
に
な
る
〉
と
あ
り
、「
殖
民

地
の
旅
」
に
も
〈
集
々
街
か
ら
日
月
潭
を
経
て
埔
里
社
に
到
り
、
蕃

情
不
穏
の
霧
社
よ
り
能
高
に
登
つ
て
再
び
埔
里
社
に
帰
り
、
そ
の
附

近
の
無
名
の
山
駅
で
こ
の
年
の
名
月
を
賞
し
た
〉と
書
か
れ
て
い
る
。

だ
が
、
能
高
宿
泊
が
一
日
早
ま
れ
ば
、〈
無
名
の
山
駅
〉
へ
の
到
着

も
九
月
二
五
日
（
旧
暦
八
月
一
四
日
）
と
一
日
早
ま
る
こ
と
に
な
り
、

十
五
夜
の
月
は
台
中
で
見
た
計
算
に
な
る
。
飽
く
ま
で
も
春
夫
の
記

述
を
信
じ
る
な
ら
、
霧
社
三
泊
か
、
最
後
の
一
泊
を
埔
里
泊
と
す
る

か
、
い
ず
れ
か
を
想
定
し
て
邱
説
か
ら
除
い
た
日
月
潭
の
二
泊
目
を

こ
ち
ら
に
廻
す
必
要
が
あ
る
。
こ
の
不
都
合
を
意
識
し
て
か
、
蜂
矢

説
は
二
四
日
ま
で
し
か
推
定
を
行
っ
て
い
な
い
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
こ
の
空
白
の
一
夜
を
補
う
必
要
は
な
い
と
本

稿
で
は
考
え
た
い
。
そ
も
そ
も
の
間
違
い
は
春
夫
の
暦
の
記
憶
に
あ

り
、
霧
社
の
丘
で
少
女
と
月
を
見
上
げ
た
の
は
〈
仲
秋
十
三
夜
〉
で

は
な
く
旧
暦
八
月
一
二
日
（
九
月
二
三
日
）、春
夫
が
〈
無
名
の
山
駅
〉

で
〈
十
五
夜
〉
だ
と
思
っ
て
い
た
の
は
、
本
当
は
旧
暦
八
月
一
四
日

（
九
月
二
五
日
）
の
月
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
台
中
の
街
中
に
出

て
月
を
見
る
よ
り
は
、
無
名

0

0

の
山
駅
で
名0

月
を
見
る
こ
と
に
し
た
方

が
、
山
を
行
く
こ
の
旅
に
は
神
韻
縹
緲
た
る
ロ
マ
ン
が
生
ま
れ
る
。

も
し
か
し
た
ら
、
そ
れ
は
意
図
的
な
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
だ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
の
で
あ
る
。

思
い
切
っ
て
こ
の
説
を
唱
え
る
の
に
は
動
か
し
が
た
い
一
つ
の
根

拠
が
あ
る
。
春
夫
の
記
憶
に
従
っ
て
台
中
到
着
を
九
月
二
七
日
（
旧

暦
八
月
一
六
日
）
と
す
る
場
合
、「
殖
民
地
の
旅
」
に
見
え
る
記
事

の
所
要
日
数
か
ら
、
阿ア

　
ダ
　
ム

罩
霧
（
現
霧
峰
）
の
林
献
堂
訪
問
は
一
〇
月

一
日
と
な
る
。
だ
が
果
た
し
て
、
当
日
多
忙
だ
っ
た
は
ず
の
林
献
堂

に
春
夫
を
も
て
な
す
時
間
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。
地
方
自
治
制
度
施

【図２】�「台湾地方自治制創始記念絵
葉書」1920年10月1日発行。
デザインは蜂谷彬。（筆者蔵）
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行
第
一
日
目
の
こ
の
日
（【
図
２
】）、
台
中
州
協
議
会
員
は
台
中
州

庁
舎
会
議
室
に
召
集
さ
れ
、
午
前
八
時
か
ら
台
中
州
長
加
福
豊
次
に

よ
る
総
督
告
諭
の
朗
読
を
聞
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
協
議
会
員
代
表

か
ら
の
答
辞
が
あ
り
閉
会
。
そ
の
後
、市
役
所
で
の
市
制
施
行
式
典
、

郡
守
・
街
庄
長
の
任
命
式
、
台
中
神
社
参
拝
と
い
っ
た
行
事
が
一
一

時
半
ま
で
続
い
た
。
む
ろ
ん
祝
賀
会
も
あ
り
、
州
市
合
同
開
催
で
午

後
六
時
に
台
中
公
会
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
台
中
州
協
議
会
員
だ
っ
た

林
献
堂
が
行
事
を
欠
席
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い17

。
も
っ
と
も
、
午

後
の
公
式
行
事
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、
祝
賀
会
ま
で
の
間
に
自

宅
に
戻
り
、
の
ん
び
り
庭
園
を
案
内
し
て
、
再
び
台
中
に
戻
っ
た
と

も
考
え
に
く
い
。
台
中
州
雇
員
の
許
媽
葵
の
立
場
か
ら
、
佐
藤
春
夫

の
た
め
に
そ
れ
を
強
い
て
頼
む
こ
と
も
難
し
か
っ
た
だ
ろ
う
。
ま
た

こ
の
日
、
全
島
的
な
駅
名
変
更
が
あ
り
、
帝
国
製
糖
中
南
線
の
阿
罩

霧
駅
が
霧
峰
駅
と
改
称
さ
れ
た
こ
と
に
春
夫
が
一
言
も
触
れ
て
い
な

い
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
一
〇
月
一
日
説
に
対
し
て
は
ほ
か
に
も
、

台
北
到
着
日
の
観
点
か
ら
疑
義
を
呈
す
る
余
地
が
あ
る
が
、
そ
れ
は

次
節
に
改
め
て
論
じ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
春
夫
が
い
う
〈
無
名
の
山
駅
〉
と
は
一
体
ど
こ
な
の

だ
ろ
う
か
。
平
時
で
あ
れ
ば
、
埔
里
か
ら
集
集
、
湳
仔
を
経
由
し

二
八
水
か
ら
縦
貫
線
で
台
中
に
到
る
ル
ー
ト
も
考
え
ら
れ
る
。だ
が
、

台
湾
製
糖
埔
里
社
線
の
破
損
で
、
す
で
に
春
夫
は
集
集
に
足
止
め
を

経
験
し
て
い
た
。
こ
の
ル
ー
ト
を
使
う
な
ら
長
距
離
の
徒
歩
移
動
を

覚
悟
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
よ
り
も
、
南
港
渓
に
沿
っ
て
裏

南
投
を
西
に
抜
け
る
ル
ー
ト
を
使
っ
た
方
が
台
中
に
は
出
や
す
い
だ

ろ
う
。
土
城
ま
で
歩
き
台
中
軽
便
鉄
道
（
台
車
）
の
草
鞋
墩
（
現
草

屯
）
で
帝
国
製
糖
中
南
線
に
乗
り
換
え
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

【図３】�亀仔頭（矢印）は埔里から草鞋墩に抜ける埔里街道の山駅。原図
に武内貞義『台湾』上（1914.7台湾日日新報社）付録地図を使用。
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の
う
ち
〈
無
名
の
山
駅
〉
に
当
た
る
小
集
落
を
裏
南
投
ル
ー
ト
に
求

め
る
な
ら
、
当
時
中
継
所
と
し
て
利
用
さ
れ
た
亀
仔
頭
（
現
福
亀
）

が
有
力
な
候
補
と
な
る
（【
図
３
】）。
一
九
一
四
年
五
月
一
五
日
、

太
魯
閣
討
伐
に
向
か
う
佐
久
間
総
督
一
向
は
、亀
仔
頭
か
ら
七
里（
約

二
八
キ
ロ
）、
所
要
時
間
八
時
間
半
の
距
離
を
一
日
の
行
程
と
し
て

埔
里
の
日
月
館
に
泊
ま
っ
た
（
六
年
半
後
に
春
夫
が
泊
ま
っ
た
部
屋

で
あ
る
）。
春
夫
の
場
合
こ
れ
に
霧
社
か
ら
埔
里
ま
で
の
距
離
が
加

わ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
長
い
道
の
り
を
痛
め
た
足
で
辿
る
に
は
、

埔
里
か
ら
轎
（
駕
籠
）
を
雇
っ
た
と
考
え
る
の
が
現
実
的
か
も
知
れ

な
い
。

三　

台
北
到
着
日
の
疑
問

―
石
井
光
次
郎
日
記
よ
り

さ
て
、
台
中
で
の
行
動
日
程
を
考
え
る
際
に
は
、
台
北
到
着
日
を

視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
参
考
に
な
る
の
が
、
下
村
宏
総

務
長
官
（
旧
称
民
政
長
官
、
在
職
期
間
一
九
一
五
・
一
〇
～

一
九
二
一
・
七
）
の
一
九
二
〇
年
一
〇
月
二
日
の
日
記
（
国
立
国
会

図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
で
あ
る
。
二
行
目
に
、〈
佐
藤
春
夫　

森

丑
之
助
〉
と
あ
る
書
付
け
は
、
す
で
に
『
佐
藤
春
夫
読
本
』

（
二
〇
一
五
・
一
〇
、
勉
誠
出
版
）
一
一
五
頁
に
紹
介
し
て
お
い
た
。

三
行
目
に
〈
登
庁
〉
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
春
夫
の
訪
問
時
間
は
午
前

中
、
恐
ら
く
は
森
丑
之
助
に
伴
わ
れ
て
、
台
湾
総
督
府
庁
舎
正
面
に

あ
っ
た
総
務
長
官
の
官
邸
に
現
れ
た
の
だ
ろ
う
。
台
北
に
無
事
安
着

の
報
告
と
、
途
中
の
手
厚
い
保
護
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
打
狗
で
実
現
し
な
か
っ
た
下
村
と
の
会
見
は
台
北
で
果

た
さ
れ
た
。

こ
れ
を
裏
付
け
る
記
述
が
、
下
村
宏
の
秘
書
官
を
務
め
て
い
た
石

井
光
次
郎
の
日
記
（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
蔵
）
か
ら
見
つ

か
っ
た
。
石
井
光
次
郎
は
一
八
八
九
年
生
ま
れ
。
一
九
二
〇
年
当
時

は
数
え
の
三
二
歳
。
一
九
一
四
年
、
東
京
高
等
商
業
学
校
卒
業
。
警

視
庁
保
安
部
を
経
て
、
台
湾
総
督
府
総
督
秘
書
官
兼
参
事
官
（
在
職

期
間
一
九
一
五
・
一
二
～
一
九
二
二
・
五
）。
下
村
の
抜
擢
に
よ
る
人

事
だ
っ
た
。
一
九
二
一
年
二
月
か
ら
辞
職
ま
で
欧
米
出
張
の
の
ち
、

退
官
後
は
朝
日
新
聞
に
入
社
し
て
、
官
界
か
ら
民
間
に
転
じ
た
あ
と

も
長
く
下
村
の
懐
刀
で
あ
っ
た
人
で
あ
る
。
一
九
四
六
年
、
日
本
自

由
党
か
ら
政
界
入
り
を
果
た
し
、
の
ち
に
自
民
党
石
井
派
を
率
い
る

重
鎮
と
し
て
、
運
輸
大
臣
、
副
総
理
、
通
産
大
臣
、
法
務
大
臣
等
を

歴
任
し
た
。

森
書
簡
に
も
、〈
予
て
下
村
長
官
は
台
湾
紹
介
の
為
め
著
名
文
士

優
待
の
意
思
あ
り
其
部
下
に
在
る
石
井
秘
書
官
も
此
意
を
承
け
此
側

に
尽
力
す
る
筈
〉（
八
月
二
六
日
付
）
と
見
え
て
い
る
。
春
夫
が
旅

行
中
、
総
督
府
の
賓
客
と
し
て
の
待
遇
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、
同
郷

和
歌
山
の
出
身
で
海
南
の
号
を
持
つ
歌
人
で
も
あ
っ
た
下
村
の
優
遇

策
に
よ
る
も
の
で
、
そ
の
実
務
を
担
当
し
た
の
が
石
井
だ
っ
た
の
で
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あ
る
。
森
書
簡
に
は
他
に
も
、〈
過
日
先
生
（
註
・
春
夫
）
の
御
来

台
の
こ
と
並
に
御
旅
行
の
こ
と
に
つ
き
石
井
秘
書
官
や
豊
原
君（
註
・

秘
書
室
属
官
の
豊
原
瑞
穂
）
の
耳
に
入
れ
置
ま
し
た
〉〈
先
生
の
御

旅
行
に
対
し
出
来
得
る
限
り
尽
力
さ
せ
た
い
と
存
ま
し
て
石
井
豊
原

両
氏
と
も
打
合
せ
て
あ
り
ま
す
〉〈
先
生
が
台
北
に
御
帰
着
の
節（
註
・

下
村
へ
の
）
御
紹
介
方
石
井
氏
ま
で
頼
み
置
ま
し
た
〉（
八
月
二
六

日
付
）〈
下
村
氏
石
井
氏
と
も
貴
下
の
旅
行
を
歓
び
十
分
の
御
視
察

を
望
ん
で
居
ら
れ
ま
す
〉（
八
月
三
一
日
付
二
通
目
）
な
ど
と
、
石

井
の
名
は
数
多
く
登
場
す
る
。
そ
の
彼
が
佐
藤
春
夫
の
記
事
を
次
の

よ
う
に
日
記
中
に
残
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
、
佐
藤
春
夫

0

0

0

0

―
永
く
高
雄
に
滞
在
の
と
こ
ろ
、
此
頃
上
京
、

森
丙
午マ

マ

の
宅
に
あ
り
と
て
、
来
る
。
面
永
の
詩
人
ら
し
き

感
じ
を
持
て
る
男
な
り
。

　

蜂
屋マ

マ

に18

紹
介
、
後
ち
西
口
に
紹
介
し
て
、
今
夜
ホ
テ
ル

に
催
さ
る
ゝ
「
南
方
芸
術
社
」
発
会
の
祝
賀
音
楽
会
に
話

し
を
し
て
も
ら
ふ
事
に
な
れ
り
。（
一
九
二
〇
年
一
〇
月

二
日
）

一
、
佐
藤
春
夫
の
作
を
一
向
読
む
だ
事
が
な
い
か
ら
一
二
冊
か

り
て
み
る
。「
指
紋
」
と
い
ふ
の
が
評
判
な
そ
う
な
が
、

面
白
か
つ
た
。（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
二
日
）

一
、
佐
藤
春
夫
と
、
成
富
公
三
郎
君
を
見
送
る
つ
も
り
で
停
車

場
に
行
つ
た
が
二
人
と
も
居
な
く
て
大
毎
社
の
鹿
倉
君
かマ

マ

出
発
す
る
の
を
見
送
つ
た19

。（
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
五

日
、
傍
点
・
傍
線
は
い
ず
れ
も
原
文
通
り
）

　

森
丑
之
助
の
同
行
に
つ
い
て
言
及
が
な
い
点
が
気
に
な
る
も
の

の
、
春
夫
が
一
〇
月
二
日
に
総
務
長
官
官
邸
を
訪
問
し
た
こ
と
に
は

疑
問
を
挟
む
余
地
は
な
く
な
っ
た
。
旅
行
直
後
の
風
貌
が
〈
面
永
の

詩
人
ら
し
き
感
じ
〉
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
も
興
味
深
い
。
今
で
こ

そ
不
思
議
は
な
い
が
、
当
時
は
ま
だ
「
田
園
の
憂
鬱
」（『
中
外
』

一
九
一
八
・
九
）
の
小
説
家
と
し
て
成
功
し
た
ば
か
り
で
、
広
く
詩

人
の
名
を
謳
わ
れ
る
の
は
『
殉
情
詩
集
』（
一
九
二
一
・
七
、新
潮
社
）

以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
石
井
の
慧
眼
を
物
語
る
も
の
か
春
夫
が
そ
う

自
己
紹
介
し
た
の
か
。

も
う
一
つ
の
収
穫
は
、
南
方
芸
術
社
主
催
の
音
楽
会
に
お
け
る
飛

び
入
り
講
演
の
内
幕
が
詳
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
事
実

を
紹
介
し
た
本
連
載
の
最
初
の
段
階
で
は20

、
西
口
進
卿
（
紫
溟
、

一
八
九
六
～
一
九
七
七
、
台
湾
新
聞
社
台
北
支
局
員
）
と
の
関
係
の

み
に
注
目
し
て
い
た
が
、
こ
の
依
頼
に
は
も
う
一
つ
裏
側
が
あ
っ
た

の
で
あ
る
。台
湾
新
聞
社
か
ら
は
厦
門
旅
行
の
前
借
り
を
し
て
お
り
、

石
井
に
は
旅
行
中
多
大
な
恩
恵
を
受
け
て
い
る
。
こ
れ
で
は
さ
す
が
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の
春
夫
も
断
り
づ
ら
か
っ
た
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、森
は
す
で
に〈
長

官
は
貴
下
が
御
着
北
の
〔
際
〕
台
湾
教
育
会
の
為
に
一
場
の
御
講
演

を
願
ひ
度
思
召
の
様
で
す
〉（
九
月
二
日
）と
書
き
送
っ
て
い
た
か
ら
、

予
定
と
は
少
し
違
っ
た
形
で
約
束
の
講
演
が
実
現
し
た
と
い
う
言
い

方
も
で
き
る
。

さ
て
、
旅
程
と
の
関
係
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、〈
此
頃
上
京
、
森

丙
午マ

マ

の
宅
に
あ
り
〉
と
あ
る
二
日
の
日
記
を
ど
う
見
る
か
で
あ
る
。

邱
若
山
は
、
一
〇
月
一
日
に
林
献
堂
と
会
見
し
、
そ
の
日
の
夜
行
か

翌
日
（
二
日
）
の
移
動
で
台
北
に
着
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
当
時

の
時
刻
表21

に
よ
れ
ば
、
午
前
五
時
二
五
分
の
始
発
に
乗
る
と
、
一
一

時
二
三
分
台
北
着
で
あ
る
。
長
官
官
邸
の
到
着
は
昼
頃
に
な
る
。
夜

行
で
あ
れ
ば
午
前
二
時
三
〇
分
台
中
発
が
七
時
二
分
台
北
着
で
あ

る
。
こ
れ
な
ら
朝
の
う
ち
に
訪
問
す
る
こ
と
は
可
能
だ
が
、
朝
着
い

た
ば
か
り
の
春
夫
に
つ
い
て
、〈
此
頃
上
京
〉
と
書
き
残
す
の
は
か

な
り
不
自
然
で
あ
る
。〈
宅
に
あ
り
〉
と
い
う
表
現
も
一
度
森
の
家

に
落
ち
着
い
た
と
い
う
含
み
を
持
つ
。
こ
の
日
記
の
記
述
も
ま
た
、

林
献
堂
と
の
一
日
会
見
説
（
二
日
台
北
到
着
説
）
を
否
定
す
る
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

や
は
り
、
春
夫
が
言
う
名
月
鑑
賞
の
日
付
に
は
記
憶
違
い
か
虚
構

が
あ
り
、
そ
れ
に
囚
わ
れ
ず
に
作
中
の
記
事
を
単
純
に
数
え
る
の
が

正
し
い
よ
う
で
あ
る
。「
サ
ラ
マ
オ
事
件
」
発
生
の
九
月
一
八
日
を

集
集
泊
と
定
め
、
書
か
れ
た
出
来
事
の
み
を
時
系
列
に
そ
っ
て
並
べ

て
行
け
ば
、
そ
の
旅
程
は
能
高
駐
在
所
の
画
帳
の
日
付
と
も
、
林
献

堂
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
も
、
石
井
光
次
郎
日
記
の
文
言
と
も
特
に
齟

齬
を
き
た
す
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
九
月
三
〇
日
に
林
献
堂
を

訪
問
、
台
中
に
戻
っ
て
一
泊
。
一
〇
月
一
日
は
余
裕
を
も
っ
て
縦
貫

線
に
乗
り
、
地
方
自
治
制
度
施
行
初
日
の
祝
賀
ム
ー
ド
に
湧
く
台
北

に
到
着
。森
丑
之
助
の
家
に
旅
装
を
解
い
て
土
産
話
に
花
を
咲
か
せ
、

翌
朝
総
務
長
官
官
邸
を
訪
れ
て
無
事
の
到
着
を
報
告
す
る
。
春
夫
の

行
動
が
自
然
な
流
れ
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

森
の
プ
ラ
ン
の
謎
は
、
未
明
の
二
時
半
に
出
る
夜
行
に
乗
る
よ
う

指
示
し
て
い
る
点
だ
が
、
そ
こ
ま
で
し
て
春
夫
が
台
北
に
急
ぐ
理
由

が
見
当
た
ら
な
い
。
宿
代
の
節
約
を
考
え
て
の
こ
と
だ
ろ
う
か
。
延

期
さ
れ
て
い
た
下
村
長
官
の
中
南
部
巡
視
は
一
〇
月
四
日
台
北
発
と

決
ま
っ
た22

。
そ
れ
ま
で
に
は
余
裕
が
あ
る
た
め
、
こ
れ
も
夜
行
を
使

う
理
由
と
は
な
ら
な
い
。
不
確
か
な
点
は
残
る
が
、
本
稿
で
は
仮
に

台
北
入
り
を
昼
間
の
移
動
と
考
え
て
お
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
台

北
到
着
が
一
〇
月
一
日
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

四　

新
資
料
に
も
と
づ
く
旅
行
日
程
の
復
元

そ
れ
で
は
、
春
夫
の
旅
を
さ
し
あ
た
り
九
月
一
六
日
打
狗
発
、

一
〇
月
一
日
台
北
着
の
行
程
と
見
て
、
縦
断
旅
行
の
全
体
像
を
日
記

風
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
鉄
道
路
線
名
や
施
設
名
、
経
路
な
ど
、
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一
九
二
〇
年
当
時
の
現
地
の
状
況
が
分
か
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
春

夫
が
明
記
し
て
い
な
い
こ
と
で
も
極
力
補
っ
て
記
す
こ
と
に
し
た
。

そ
の
方
が
、
紀
行
文
と
歴
史
と
の
接
点
が
明
確
に
な
り
、
春
夫
の
旅

の
実
況
を
、
同
時
に
虚
構
や
勘
違
い
を
、
よ
く
把
握
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
関
連
人
物
に
つ
い
て
は
別
稿
を
用
意

し
て
い
る
の
で
名
を
示
す
に
と
ど
め
る
。
な
お
、
所
用
時
間
で
（
春

夫
）
と
あ
る
の
は
春
夫
の
記
述
に
頼
っ
た
部
分
で
あ
る
。
汽
車
の
時

刻
表
を
用
い
た
部
分
も
、
春
夫
の
旅
行
時
は
水
害
の
影
響
が
残
っ
て

い
た
時
期
で
あ
り
、
む
ろ
ん
実
際
と
は
異
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
否
定
で
き
な
い
。

一
九
二
〇
年
佐
藤
春
夫
旅
程
（
推
定
）

九
月
一
六
日　

木
曜
日
（
旧
八
月
五
日
）
打
狗
→
嘉
義

東
熈
市
一
家
に
別
れ
を
告
げ
、
打
狗
か
ら
縦
貫
線
を
北
上
、
嘉

義
に
下
車（
所
用
約
三
時
間
半
）。営
林
局
嘉
義
出
張
所
を
訪
問
、

阿
里
山
鉄
道
の
被
害
状
況
を
確
か
め
る
。
嘉
義
ホ
テ
ル
泊
。

九
月
一
七
日　

金
曜
日
（
旧
八
月
六
日
）
北
港
往
復

東
洋
製
糖
北
港
線
で
北
港
に
至
る
。
七
時
発
な
ら
八
時
二
四
分

着
。
一
一
時
三
五
分
発
な
ら
一
二
時
五
七
分
着
。
北
港
朝
天
宮

（
媽
祖
廟
）
に
参
詣
。
乾
隆
、
道
光
、
光
緒
諸
帝
、
佐
久
間
左

馬
太
元
台
湾
総
督
奉
納
の
扁
額
な
ど
を
見
る
。
二
時
三
五
分
発

の
汽
車
で
三
時
五
六
分
嘉
義
に
戻
り
、
嘉
義
ホ
テ
ル
泊
。

九
月
一
八
日　

土
曜
日
（
旧
八
月
七
日
）
嘉
義
→
集
集

朝
五
時
半
ご
ろ
（「
蝗
の
大
旅
行
」）
嘉
義
を
出
発
（
時
刻
表
通

り
な
ら
五
時
か
七
時
二
〇
分
）。
縦
貫
線
を
北
上
、
二
八
水
下

車
（
所
用
約
一
時
間
半
、時
刻
表
の
発
車
時
間
は
六
時
二
九
分
、

八
時
五
二
分
。「
日
月
潭
に
遊
ぶ
記
」
で
は
〈
十
時
ご
ろ
〉。「
旅

び
と
」
で
は
〈
九
時
す
ぎ
〉）。
明
治
製
糖
中
央
線
で
湳
仔
へ
。

線
路
破
損
の
た
め
途
中
徒
歩
連
絡
。
台
湾
電
力
職
員
の
出
迎
え

を
受
け
、湳
仔
か
ら
台
湾
製
糖
埔
里
社
線
（
台
車
）
で
集
集
へ
。

線
路
破
損
の
た
め
先
に
進
め
ず
、
午
後
二
時
頃
到
着
（「
日
」。

「
旅
」
で
は
三
時
）。
南
洋
館
ま
た
は
集
集
館
泊
。「
サ
ラ
マ
オ

事
件
」（
一
八
日
午
前
一
時
発
生
）
の
第
一
報
を
聞
く
。

九
月
一
九
日　

日
曜
日
（
旧
八
月
八
日
）
集
集
→
日
月
潭

七
時
（「
旅
」）、
台
湾
電
力
職
員
の
案
内
で
「
椅
子
駕
籠
」
に

乗
り
出
発
。
土
地
公
鞍
古
道
（
水
沙
連
古
道
）
を
進
み
、
正
午

（「
日
」）、峠
の
土
地
公
廟
前
で
弁
当
を
使
う
。
三
時
頃（「
旅
」）、

日
月
潭
水
社
着
、
涵
碧
楼
に
投
宿
。
夕
方
か
ら
湖
上
に
出
て
対

岸
の
石
印
社
に
「
化
蕃23

」
の
舞
踊
を
見
る
。
宿
の
女
中
の
身
の

上
話
に
哀
れ
を
催
す
。

九
月
二
〇
日　

月
曜
日
（
旧
八
月
九
日
）
日
月
潭
→
埔
里

朝
、
水
社
発
。
台
湾
電
力
職
員
の
案
内
。「
椅
子
駕
籠
」
で
魚

池
か
ら
台
車
道
（
台
湾
製
糖
埔
里
社
線
）
に
沿
っ
て
埔
里
へ
。
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能
高
郡
役
所
（
旧
南
投
庁
埔
里
支
庁
）
で
霧
社
・
能
高
方
面
の

安
全
を
照
会
。
埔
里
街
倶
楽
部
内
の
物
産
陳
列
所24

で
蝶
の
標
本

な
ど
を
参
観
。
日
月
館
泊
。
部
屋
は
佐
久
間
元
総
督
の
た
め
新

築
さ
れ
た
特
別
室
。

九
月
二
一
日　

火
曜
日
（
旧
八
月
一
〇
日
）
埔
里
→
霧
社

埔
里
よ
り
埔
眉
軽
便
鉄
道
（
台
車
）
で
眉
溪
へ
。
台
湾
電
力
職

員
の
案
内
。
所
用
二
時
間
（
春
夫
）。
掛
茶
屋
の
女
房
か
ら
「
サ

ラ
マ
オ
事
件
」
発
生
時
の
噂
を
聞
く
。
霧
社
ま
で
約
六
キ
ロ
を

歩
く
。【〈
三
十
丁
ぐ
ら
ゐ
〉
は
誤
り
（「
霧
社
」）。】
霧
ヶ
丘
倶

楽
部
に
投
宿
。
台
中
州
能
高
郡
警
察
課
霧
社
分
室
（
旧
南
投
庁

霧
社
支
庁
）
を
訪
ね
、
情
報
入
手
と
能
高
へ
の
警
護
依
頼
。
分

室
附
属
の
「
蕃
産
品
交
易
所
」
参
観
。「
蕃
語
通
弁
」
の
異
様

な
風
采
の
女
を
見
る
。
鎮
圧
隊
一
小
隊
到
着
。
軍
人
一
〇
人
同

宿
、
部
屋
を
移
さ
れ
る
。

九
月
二
二
日　

水
曜
日
（
旧
八
月
一
一
日
）
霧
社
→
能
高

八
時
、
支
度
し
て
「
霧
社
蕃
人
公
学
校
」
を
参
観
。
八
時
半
、

武
装
警
官
お
よ
び
二
名
の
「
蕃
丁
」
と
能
高
に
出
発
（
行
程
約

三
〇
キ
ロ
）。
中
間
点
（
ト
ン
バ
ラ
駐
在
所
か
）
で
武
装
警
官

と
「
蕃
丁
」
一
名
が
帰
り
、能
高
か
ら
来
た
少
年
警
手
に
交
替
。

夕
方
、
能
高
駐
在
所
に
到
着
。
同
駐
在
所
に
宿
泊
（
海
抜

二
八
六
〇
メ
ー
ト
ル
）。
客
室
の
画
帳
に
〈
本
是
山
中
人
〉
と

書
き
残
す
。

九
月
二
三
日　

木
曜
日
（
旧
八
月
一
二
日
）
能
高
→
霧
社

朝
、
少
年
警
手
と
逓
送
夫
に
連
れ
ら
れ
て
州
庁
界
（
台
中
州
と

花
蓮
港
庁
の
境
界
）
に
至
り
、郵
便
物
交
換
引
継
に
立
ち
合
う
。

殉
職
し
た
逓
送
夫
ア
ウ
イ
ワ
タ
ン（
一
九
一
八
年
一
〇
月
五
日
、

凍
死
）
の
記
念
碑
を
見
る
。
能
高
駐
在
所
で
朝
食
、
霧
社
に
戻

る
。
途
中
靴
擦
れ
の
痛
み
に
悩
み
、
日
没
頃
霧
社
着
。
霧
ヶ
丘

倶
楽
部
泊
。
駐
屯
中
の
一
箇
中
隊
の
分
宿
で
部
屋
は
満
室
。
八

時
頃
、
興
奮
し
た
原
住
民
の
騎
馬
戦
を
見
る
。
原
住
民
の
二
人

の
少
女
に
誘
惑
さ
れ
恐
怖
を
感
じ
る
。
片
方
の
少
女
と
桜
台
で

月
を
見
上
げ
る
。【
春
夫
の
〈
仲
秋
十
三
夜
〉
は
虚
構
か
（「
霧

社
」）。】

九
月
二
四
日　

金
曜
日
（
旧
八
月
一
三
日
）
霧
社

足
ま
め
の
た
め
歩
行
困
難
に
な
り
休
息
。
霧
ヶ
丘
倶
楽
部
泊
。

夕
方
、
昨
夜
の
少
女
二
人
が
歩
き
去
る
の
を
見
る
。

九
月
二
五
日　

土
曜
日
（
旧
八
月
一
四
日
）
霧
社
→
亀
仔
頭

朝
、
霧
社
を
発
ち
、
眉
渓
ま
で
約
六
キ
ロ
を
歩
く
。
埔
眉
軽
便

鉄
道
（
台
車
）
で
埔
里
へ
。
夜
、亀
仔
頭
（
推
定
）
に
着
く
（
轎

を
使
用
か
。
所
用
八
時
間
半
）。
宿
泊
先
未
詳25

。
美
し
い
月
を

見
る
。【
春
夫
の
〈
十
五
夜
〉
は
虚
構
か
（「
霧
社
」）。】

九
月
二
六
日　

日
曜
日
（
旧
八
月
一
五
日
）
亀
仔
頭
→
台
中

朝
、
亀
仔
頭
（
推
定
）
を
発
つ
。
土
城
ま
で
徒
歩
ま
た
は
轎
。

台
中
軽
便
鉄
道
（
台
車
）
で
草
鞋
墩
へ
。
帝
国
製
糖
中
南
線
に
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乗
り
換
え
、
二
時
三
〇
分
発
の
汽
車
で
四
時
二
分
台
中
着
。
春

田
館
泊
。
西
日
が
差
し
込
む
部
屋
に
閉
口
。
台
中
州
庁
に
電
報

を
打
ち
到
着
を
報
告
。

九
月
二
七
日　

月
曜
日
（
旧
八
月
一
六
日
）
台
中

一
〇
時
頃
朝
食
。
台
中
州
雇
通
訳
・
許
媽
葵
（〈
Ａ
君
〉）
が
案

内
人
と
し
て
来
る
。州
知
事
に
よ
る
歓
迎
宴
へ
の
招
待
を
受
け
、

午
頃
招
待
状
が
届
く
。
車
の
迎
え
で
六
時
半
よ
り
州
知
事
官
邸

の
晩
餐
会
に
出
席
。
午
後
一
〇
時
、
台
中
新
聞
社
の
〈
Ｂ
君
〉

と
退
席
、
台
中
公
園
を
一
巡
し
香
園
閣
で
ビ
ー
ル
を
飲
む
。
深

夜
零
時
、〈
Ｂ
君
〉
と
芸
妓
に
送
ら
れ
て
春
田
館
に
戻
る
。
二

階
の
特
別
一
等
室
に
部
屋
替
え
さ
れ
る
。

九
月
二
八
日　

火
曜
日
（
旧
八
月
一
七
日
）
鹿
港
往
復

早
朝
起
床
。
五
時
三
〇
分
頃
（
推
定
）
に
許
媽
葵
来
る
。
朝
食

を
済
ま
せ
五
時
五
五
分
台
中
発
、
六
時
二
七
分
彰
化
着
。
八
卦

山
に
登
る
。【
春
夫
の
〈
八
景
山
〉〈
乗
り
換
へ
ま
で
に
三
十
分
〉

は
誤
り
で
、
駅
か
ら
距
離
が
あ
る
（「
殖
民
地
の
旅
」）。】
八
時

五
〇
分
発
の
新
高
製
糖
鹿
港
線
に
乗
り
九
時
三
六
分
鹿
港
着
。

街
上
、
許
媽
葵
の
友
人
・
洪
炎
秋
（
一
八
九
九
～
一
九
八
〇
）

と
遭
遇
。
鹿
港
天
后
宮
参
拝
。
炎
秋
に
依
頼
し
て
お
い
た
漢
詩

人
の
父
・
洪
棄
生
（
一
八
六
六
～
一
九
二
八
）
と
の
面
会
は
謝

絶
さ
れ
る
が
、
三
人
で
書
家
・
鄭
貽い

林り
ん

（
一
八
五
九
～

一
九
二
七
）
の
書
草
堂
（
鹿
港
龍
山
寺
入
口
）
を
訪
ね
る
。
鹿

港
一
二
時
発
な
ら
、
彰
化
一
二
時
四
六
分
着
、
同
一
時
一
一
分

発
、
台
中
一
時
三
六
分
着
。
鹿
港
三
時
三
〇
分
発
な
ら
、
彰
化

四
時
一
六
分
着
、
同
五
時
発
、
台
中
五
時
三
四
分
着
。
春
田
館

泊
。

九
月
二
九
日　

水
曜
日
（
旧
八
月
一
八
日
）
葫
蘆
墩
（
現
豊
原
）
往
復

一
〇
時
過
ぎ
に
許
媽
葵
来
る
。
洪
棄
生
の
『
寄
鶴
斎
詩
矕
』

（
一
九
一
七
、
南
投
活
版
所
）
を
贈
ら
れ
て
読
む
。
春
田
館
で

昼
食
。
一
二
時
三
八
分
台
中
発
の
縦
貫
線
に
乗
り
、
一
時
一
六

分
よ
り
前
に
葫コ

ロ
ト
ン

蘆
墩
着
。
一
時
間
以
上
道
に
迷
う
。
二
時
過
ぎ

三
角
仔
（
現
三
角
里
）
の
筱
雲
山
荘
に
画
人
・
呂
汝
濤
を
訪
ね
、

迎
賓
閣
で
早
め
の
夕
飯
を
ふ
る
ま
わ
れ
る
。
五
時
五
七
分
葫
蘆

墩
発
、
六
時
二
六
分
台
中
着
。
春
田
館
泊
。

九
月
三
〇
日　

木
曜
日
（
旧
八
月
一
九
日
）
阿
罩
霧
（
現
霧
峰
）
往
復

一
〇
時
半
ま
で
に
昼
食
を
済
ま
せ
、
一
〇
時
四
〇
分
台
中
発
の

帝
国
製
糖
中
南
線
に
乗
り
、
一
一
時
三
〇
分
よ
り
前
に
阿ア

ダ

ム
罩
霧

着
。【
春
夫
の
〈
十
一
時
二
十
何
分
だ
か
の
汽
車
〉
は
到
着
時

間
か
。
所
要
時
間
〈
二
十
五
分
や
そ
こ
ら
〉
は
誤
り
（「
殖
民

地
の
旅
」）。】
馬
上
の
林
資
彬
（
一
八
九
八
～
一
九
四
七
）
に

会
う
。「
本
島
人
」
の
権
利
請
願
運
動
を
担
う
林
献
堂
を
訪
問
。

【〈
林
熊
徴
〉
は
誤
り
（「
殖
民
地
の
旅
」）。】〈
村
役
場
か
と
も

思
へ
る
建
物
〉
は
自
宅
の
景
薫
楼
で
は
な
く
頤
圃
か
。
三
時
頃

（
春
夫
の
推
測
）、
舞
台
の
あ
る
大
花
庁
の
裏
手
か
ら
萊
園
（
林
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家
庭
園
）
に
導
か
れ
る
。
夕
佳
亭
に
休
む
。
再
び
頤
圃
（
？
）

に
戻
り
懇
談
、
談
話
を
警
察
に
監
視
さ
れ
る
。
阿
罩
霧
発
の
中

南
線
は
、
三
時
一
九
分
を
逃
す
と
七
時
発
ま
で
汽
車
が
な
い
。

前
者
な
ら
四
時
二
分
、
後
者
な
ら
七
時
四
六
分
台
中
着
。
春
田

館
泊
。

一
〇
月
一
日　

金
曜
日
（
旧
八
月
二
〇
日
）
台
中
→
台
北

台
中
発
、
縦
貫
線
で
台
北
着
。
一
〇
時
三
〇
分
発
四
時
四
七
分

着
ま
た
は
一
時
四
五
分
発
六
時
一
五
分
着
の
汽
車
が
適
当
か
。

台
中
も
台
北
も
地
方
自
治
制
度
施
行
に
と
も
な
う
州
・
市
誕
生

の
祝
賀
気
分
に
満
ち
て
い
た
。
森
丑
之
助
が
勤
務
す
る
総
督
府

博
物
館
裏
手
の
新
公
園
に
は
楽
隊
の
演
奏
が
あ
り
、
六
時
五
〇

分
、
武
藤
針
五
郎
市
尹
の
万
歳
三
唱
を
合
図
に
市
制
施
行
を
祝

う
市
民
の
提
灯
大
行
列
が
出
発
、
台
湾
総
督
田
健
治
郎

（
一
八
五
五
～
一
九
三
〇
）、
総
務
長
官
下
村
宏
が
歓
呼
に
応
え

る
総
督
府
前
を
通
過
し
、九
時
過
ぎ
に
台
北
市
役
所
前
で
解
散
。

新
聞
報
道
の
見
出
し
に
は
、〈
一
箇
師
団
に
余
る
大
集
団
／
約

一
里
に
亘
る
大
火
列
の
壮
観
〉〈
宛
然
火
の
海
の
如
く
／
万
歳

の
声
天
地
を
震
撼
す
〉
な
ど
と
あ
る26

。
春
夫
も
森
と
と
も
に
見

物
し
た
だ
ろ
う
。
市
内
龍
匣
口
の
森
宅
に
到
着
、旅
装
を
解
く
。

一
〇
月
二
日　

土
曜
日
（
旧
八
月
二
一
日
）
台
北

朝
、
総
務
長
官
官
邸
を
訪
問
。
石
井
光
次
郎
秘
書
官
に
無
事
到

着
の
報
、
寄
寓
先
を
伝
え
る
。
下
村
宏
に
面
会
、
感
謝
の
意
を

表
す
。
石
井
よ
り
文
書
課
の
図
案
家
・
蜂
谷
彬
お
よ
び
台
湾
新

聞
台
北
支
局
の
西
口
進
卿
に
紹
介
さ
れ
、講
演
を
引
き
受
け
る
。

六
時
半
、
鉄
道
ホ
テ
ル
で
南
方
芸
術
社
音
楽
会
開
催
。
春
夫
、

約
束
通
り
壇
上
に
立
ち
、〈
自
分
は
時
々
世
の
中
が
い
や
に
な

る
が
、
そ
の
時
は
ぢ
き
逃
げ
出
し
て
旅
を
す
る
こ
と
に
し
て
ゐ

る
〉
な
ど
と
述
べ
る27

。
一
〇
時
半
散
会
、
森
の
家
に
帰
る
。

　

こ
の
旅
程
に
よ
れ
ば
、
春
夫
は
一
六
日
間
に
及
ぶ
旅
の
最
後
に
、

台
北
市
制
施
行
を
祝
う
市
民
の
熱
狂
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ
る
こ
と
に

な
る
。
地
方
自
治
制
度
施
行
は
、
従
来
の
台
湾
の
行
政
区
分
を
内
地

と
同
一
の
シ
ス
テ
ム
に
再
編
す
る
と
い
う
意
味
で
、
総
督
田
健
治
郎

（
在
職
期
間
一
九
一
九
・
一
〇
～
一
九
二
三
・
九
）
が
推
進
し
て
い
た

「
内
地
延
長
主
義
」
の
大
々
的
な
実
現
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
確
か
に

総
督
府
に
統
治
権
力
を
集
中
さ
せ
た
一
八
九
六
年
以
来
の「
六
三
法
」

見
直
し
の
機
運
を
作
り
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
体
現
す
る
初
の
文

官
総
督
に
ふ
さ
わ
し
い
一
つ
の
成
果
で
あ
っ
た
が
、
一
方
で
は
、
行

政
単
位
名
を
一
新
す
る
名
目
で
多
数
の
地
名
を
内
地
風
に
改
称
す
る

よ
う
な
文
化
的
「
同
化
」
の
強
要
を
意
味
す
る
側
面
も
あ
っ
た
。

「
殖
民
地
の
旅
」
の
会
話
内
容
が
事
実
な
ら
ば
、
佐
藤
春
夫
は
台

北
に
来
る
前
日
、〈
自
分
の
高
い
自
負
を
捨
て
て
よ
り
低
い
文
明
に

同
化
す
る
こ
と
は
人
間
の
本
性
と
し
て
肯
ぜ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
〉
と
林
献
堂
に
断
言
さ
れ
た
ば
か
り
だ
っ
た
。
そ
の
言
葉
が
い
ま
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だ
に
耳
朶
に
響
く
の
を
覚
え
な
が
ら
、
春
夫
は
こ
の
晩
の
提
灯
行
列

を
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
で
眺
め
や
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

各
地
の
浮
か
れ
騒
ぎ
の
一
方
で
、「
サ
ラ
マ
オ
事
件
」
の
掃
討
戦

は
ま
す
ま
す
殺
気
立
ち
、
警
察
航
空
班
に
よ
る
山
地
爆
撃
が
い
よ
い

よ
一
〇
月
三
日
か
ら
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。
肩
を
並
べ
て
立
つ
森

丑
之
助
の
心
中
も
穏
や
か
で
は
な
い
。
軍
事
力
に
恃
ん
だ
原
住
民
の

制
圧
が
決
し
て
好
結
果
を
生
ま
な
い
こ
と
を
、
こ
れ
ま
で
に
も
さ
ん

ざ
ん
唱
え
て
き
た
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
が
森
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
日
の
夜
、
台
北
の
目
抜
き
通
り
を
埋
め
尽

く
し
た
群
集
の
万
歳
を
叫
ぶ
歓
声
の
中
に
、
浮
か
な
い
表
情
で
取
り

残
さ
れ
た
二
人
の
男
が
い
た
だ
ろ
う
。
い
ま
こ
う
し
て
旅
程
表
を
ま

と
め
て
み
る
と
、
遠
い
日
の
彼
ら
の
屈
託
し
た
横
顔
が
、
歴
史
の
闇

の
中
か
ら
朧
ろ
に
浮
か
ん
で
く
る
よ
う
な
気
さ
え
す
る
の
で
あ
る
。

付
記　

本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室

に
は
貴
重
な
石
井
光
次
郎
日
記
の
閲
覧
の
便
宜
を
与
え
ら
れ
た
。
記

し
て
深
い
謝
意
に
か
え
た
い
。

本
稿
中
に
、
台
湾
の
先
住
民
族
を
「
原
住
民
」
と
称
し
た
の
は
、

現
在
当
事
者
が
誇
り
を
も
っ
て
唱
え
る
自
称
が
こ
れ
だ
か
ら
で
あ

る
。
そ
の
他
の
呼
称
は
歴
史
的
文
脈
で
の
説
明
に
限
っ
て
の
使
用
で

あ
る
こ
と
を
了
解
さ
れ
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
は
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
１
８
Ｋ
０
０
２
８
９
の
助
成
を

受
け
た
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
1	

新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
編『
佐
藤
春
夫
宛　

森
丑
之
助
書
簡
』

（
二
〇
〇
三
・
三
、
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
）。
牛
山
百
合
子

翻
刻
中
の
二
か
所
の
未
読
個
所
（〈
岩
澤
枝
〇
〉
六
頁
お
よ
び
〈
新

元
枝
〇
〉
一
六
頁
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
岩
澤
技
師
（
営
林
局
嘉
義
出

張
所
技
師
・
岩
澤
潔
）、
新
元
技
師
（
台
湾
総
督
府
鉄
道
部
技
師
・

新
元
鹿
之
助
）
と
読
め
る
。

2	

「
低
気
圧
は
頗
る
猛
烈
だ
が
▽
八
重
山
と
沖
縄
の
間
を
北
に
外
れ

本
島
は
無
事
な
ら
ん（
台
北
測
候
所
長
談
話
）」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・
九
・
三
、七
面
）。

3	

「
一
昨
夜
来
の
風
水
被
害
▽
諸
川
氾
濫
、
交
通
杜
絶
、
電
線
切
断
、

家
屋
倒
潰
」（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
〇
・
九
・
四
、七
面
）、「
烈

風
の
咆
哮
物
凄
く
猛
雨
車
軸
を
流
す
が
如
し
／
暴
風
来
！
暴
風
来

‼
／
交
通
通
信
の
途
絶
え
台
北
は
孤
立
の
状
態
と
な
る
／
近
来
稀

有
の
低
気
圧
／
三
十
万
円
の
工
費
で
新
設
し
た
許
り
の
台
北
橋
は

流
出
／
汚
穢
極
る
泥
の
海
＝
水
の
町
／
悲
惨
＝
悽
愴
を
極
む
」

（『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
〇
・
九
・
五
、七
面
）
な
ど
。

4	
当
初
は
「
下
村
長
官
出
張
▲
来
月
六
日
頃
台
北
発
」（『
台
湾
日
日

新
報
』
一
九
二
〇
・
八
・
二
九
、二
面
）
と
九
月
六
日
か
ら
の
出
張
予

定
だ
っ
た
が
、「
長
官
巡
視
延
期
▲
暴
風
雨
水
害
の
為
め
」（
同
、
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一
九
二
〇
・
九
・
五
、二
面
）
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
再
度
「
長
官
巡

視
予
定
▲
十
二
、三
日
頃
出
発
」（
同
、
一
九
二
〇
・
九
・
九
、二
面
）

と
予
定
が
組
ま
れ
た
が
、
こ
れ
も
結
局
延
期
に
な
る
。

5	

〈
下
村
総
務
長
官
は
新
制
度
実
施
後
の
状
況
巡
視
の
為
め
中
南
部

に
向
け
十
三
日
台
北
出
発
に
決
定
し
た
る
も
地
方
の
状
況
に
由
り

来
月
上
旬
に
延
期
し
た
り
と
〉（「
長
官
巡
視
延
期
▲
来
月
上
旬
出

発
」『
台
湾
日
日
新
報
』
一
九
二
〇
・
九
・一
一
、二
面
）。

6	

邱
若
山
「
佐
藤
春
夫
台
湾
旅
行
行
程
考
」（『
稿
本
近
代
文
学
』

一
九
九
〇
・一
一
）。
の
ち
『
佐
藤
春
夫
台
湾
旅
行
関
係
作
品
研
究
』

（
二
〇
〇
二・
九
、
致
良
出
版
社
）
に
収
録
さ
れ
た
。

7	

「
兇
蕃
分
遣
所
を
襲
ふ
▽
詳
細
尚
取
調
中
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・
九
・一
九
、七
面
）。

8	

「
サ
ラ
マ
オ
遂
に
反
抗
／
合
流
分
遣
所
を
焼
打
し
▽
椚
岡
駐
在
所

に
殺
到
す
▽
我
が
警
備
員
続
々
戦
死
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・
九
・
二
〇
、五
面
）。

9	

「
妊
婦
の
腹
を
抉
り
胎
児
を
馘
首
す
／
人
間
に
非
ず
彼
等
は
野
獣

な
り
／
サ
ラ
マ
オ
蕃
の
兇
暴
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・
九
・
二
一
、七
面
）。
作
品
「
霧
社
」
の
末
尾
で
、〈
Ｍ
氏
〉

（
森
丑
之
助
）
は
、〈
彼
等
の
宗
教
上
に
無
意
義
な
惨
虐
を
楽
し
む

や
う
な
風
習
は
、
彼
等
の
古
来
の
習
慣
に
は
少
し
も
発
見
出
来
な

い
事
実
で
あ
る
〉
と
述
べ
、
暗
に
強
引
な
「
理
蕃
政
策
」
が
原
住

民
の
価
値
観
を
破
壊
し
、
無
意
味
な
嗜
虐
に
趨
ら
せ
て
い
る
と
嘆

い
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
見
て
の
反
応
だ
っ
た
ろ
う
。

10	

蜂
矢
宣
朗
「「
霧
社
」
覚
書
―
佐
藤
春
夫
と
台
湾
―
」（『
天
理
大

学
学
報
』
一
九
七
三
・
三
、一
七
〇
頁
）。

11	

「
日
月
潭
に
遊
ぶ
記
」
で
は
〈
台
湾
電
力
会
社
の
台
車
〉
と
さ
れ

て
い
る
。
現
在
の
集
集
線
は
、
台
湾
電
力
株
式
会
社
に
よ
り

一
九
一
九
年
起
工
、
一
九
二
一
年
に
竣
工
し
た
機
関
車
用
の
路
線

（
外
車
埕
線
）
で
、
一
九
二
〇
年
当
時
は
ま
だ
完
成
し
て
い
な
い
。

電
力
会
社
は
台
湾
製
糖
の
軽
便
鉄
道
を
共
用
し
て
い
た
の
か
、
あ

る
い
は
路
線
敷
設
用
の
仮
線
路
に
台
車
（
ト
ロ
ッ
コ
）
を
使
用
し

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

12	

南
洋
館
に
つ
い
て
は
、
八
月
一
二
日
付
森
書
簡
に
同
封
さ
れ
た
日

程
表
の
初
稿
に
見
え
る（
残
さ
れ
た
日
程
表
は
二
枚
あ
る
）。
た
だ
、

現
地
の
案
内
者
は
台
湾
電
力
の
職
員
で
あ
る
た
め
、
森
の
推
薦
に

か
か
わ
ら
ず
、
集
集
館
の
方
を
勧
め
た
可
能
性
も
あ
る
。
い
ず
れ

も
鈴
木
常
良
編
『
台
湾
商
工
便
覧
（
第
二
版
）』（
一
九
一
九
・

一
一
、
台
湾
新
聞
社
、
第
四
編
三
一
一
頁
）
に
見
え
、
場
所
は
至

近
（
現
地
調
査
に
よ
る
）。

13	

新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
編
『
佐
藤
春
夫
没
後
五
〇
年
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
佐
藤
春
夫
と
〈
憧
憬
の
地
〉
中
国
・
台
湾
」
展
に

寄
せ
て
』（
二
〇
一
六
・
一
〇
、
新
宮
市
立
佐
藤
春
夫
記
念
館
、

四
八
頁
）。

14	

能
高
駐
在
所
の
建
設
計
画
と
客
室
間
取
り
は
「
四
日
で
花
蓮
港
へ
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行
か
れ
る
▽
横
断
道
路
と
駐
在
所
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
一
八
・
二・
二
〇
、七
面
）
に
よ
る
。

15	
「
能
高
駐
在
所
の
被
害
状
況
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
三
〇
・一
〇
・
三
一
、七
面
）
及
び
「
大
腿
部
を
撃
た
れ
乍
ら
逃

延
び
た
津
崎
巡
査
花
蓮
港
で
入
院
し
て
当
時
を
語
る
」（
同
、

一
九
三
〇
・一
一・一
、七
面
）
に
よ
る
。

16	

蜂
矢
宣
朗
『
南
方
憧
憬
―
佐
藤
春
夫
と
中
村
地
平
―
』

（
一
九
九
一・
五
、
鴻
儒
堂
出
版
社
、
一
七
頁
）。

17	

「
各
地
の
祝
賀
挙
式
▲
台
中
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・一
〇
・
二
、七
面
）
に
よ
る
。

18	

蜂
谷
彬
（
一
八
八
四
～
？
）。
京
都
高
等
工
芸
学
校
図
案
科
卒
業

の
図
案
家
。
当
時
、
総
督
官
房
文
書
課
雇
で
広
報
図
案
を
担
当
し
、

ち
ょ
う
ど
蜂
谷
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
「
台
湾
地
方
自
治
制
創
始

記
念
絵
葉
書
」が
一
〇
月
一
日
に
発
行
さ
れ
た
所
だ
っ
た（【
図

２
】）。
一
九
一
七
年
二
月
に
は
、
来
台
画
家
石
川
寅
治
の
南
部
旅

行
に
随
行
し
、
台
南
大
南
門
で
並
ん
で
ス
ケ
ッ
チ
し
た
こ
と
を
報

告
し
て
い
る
。（「
マ
ラ
ソ
ン
競
走
賞
牌
の
図
案
」『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
一
六
・
三
・
二
六
、七
面
、「
自
治
紀
念
の
絵
葉
書
／
十
月
一
日

売
出
す
」
同
、
一
九
二
〇
・
九
・一
七
、七
面
、
蜂
谷
生
「
絵
の
旅
よ

り
（
上
）」「
同
（
下
）」
同
、
一
九
一
七
・
三
・
四
、四
面
・
同
、

一
九
一
七
・
三
・
八
、四
面
）。

19	

佐
藤
春
夫
の
離
台
を
伝
え
る
人
事
欄
記
事
に
一
致
す
る
。〈
佐
藤

春
三
氏
〉〈
成
富
六
三
郎
氏（
南
国
公
司
）〉（
正
し
く
は
公
三
郎
）〈
鹿

倉
吉
次
氏
（
大
毎
記
者
）〉〈
昨
日
内
地
へ
〉（「
人
事
」『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
二
〇
・一
〇
・一
六
、二
面
）。

20	

拙
稿
「
佐
藤
春
夫
の
台
湾
滞
在
に
関
す
る
新
事
実
―
台
南
酔
仙
閣

と
台
北
音
楽
会
の
こ
と
―
」（『
実
践
国
文
学
』
二
〇
一
四
・
三
）。

21	

大
淵
善
吉
編
『
ポ
ケ
ツ
ト
旅
行
案
内　

大
正
九
年
十
月
』

（
一
九
二
〇
・一
〇
、
駸
々
堂
旅
行
案
内
部
）
に
よ
る
。
以
下
の
時

刻
表
の
情
報
も
同
じ
。

22	

「
下
村
長
官
巡
視
▲
来
る
四
日
出
発
」（『
台
湾
日
日
新
報
』

一
九
二
〇
・一
〇
・一
、二
面
）。

23	

固
有
の
文
化
を
保
つ
「
生
蕃
」、
平
地
に
居
住
し
漢
族
と
の
同
化

が
進
ん
だ
と
さ
れ
る
「
熟
蕃
」
に
対
し
、
同
化
の
域
が
そ
の
中
間

と
さ
れ
た
台
湾
原
住
民
に
対
す
る
当
時
の
呼
称
。

24	

一
九
一
六
年
二
月
三
日
、
埔
里
の
日
月
館
に
宿
泊
し
た
安
東
貞
美

総
督
は
、
四
日
午
後
〈
倶
楽
部
内
の
物
産
陳
列
所
〉
を
参
観
し
て

い
る
（「
総
督
埔
里
社
巡
視
」
一
九
一
六
・
二・
五
、二
面
）。
展
示
室

の
様
子
は
随
行
者
の
記
事
に
詳
し
く
、〈
胡
蝶
類
の
陳
列
が
際
立

つ
て
麗
し
く
見
え
た
〉と
あ
る（
白
虹
生「
埔
里
社
随
行（
七
）」『
台

湾
日
日
新
報
』
一
九
一
六
・
二・一
八
、一
面
）。

25	
佐
久
間
左
馬
太
総
督
の
太
魯
閣
戦
役
従
軍
者
の
記
事
に
、〈
八
時

半
亀
子マ

マ

頭
に
著
す
れ
ば
新
築
の
清
楚
な
る
小
旅
館
あ
り
、
之
れ
今

夜
一
行
の
宿
営
に
宛
て
ら
れ
た
る
も
の
、
行
李
を
整
へ
了
は
る
や
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庭
上
に
食
卓
数
基
を
置
き
小
宴
を
張
る
ビ
ー
ル
あ
り
サ
イ
ダ
ー
あ

り
台
湾
料
理
に
舌
を
打
ち
つ
ゝ
空
腹
を
充
た
す
〉
と
見
え
、
亀
仔

頭
に
は
十
分
な
宿
泊
施
設
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
（
然
堂
「
討

蕃
従
軍
記
（
一
）」『
台
湾
日
日
新
報
』一
九
一
四
・
五
・一
七
、二
面
）。

26	

『
台
湾
日
日
新
報
』（
一
九
二
〇
・一
〇
・
二
、二
面
）。

27	

宮
崎
震
作
「
は
が
き
随
筆　

佐
藤
春
夫
と
南
方
芸
術
」（『
台
湾
日

日
新
報
』
一
九
三
九
・
五
・
二
六
、六
面
）。

（
こ
う
の　

た
つ
や
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）


